
―　映画「第九条」は憲法9条をタ

ブー視している状況があるとい

うところから企画されたとのこ

とですが？

きっかけになったのは、政治家

が節目節目で憲法改正という言葉

を口にし始めたことです。私は、9

条の問題というのはすごく大切な

問題だと思っています。国民全体

が関心を持って長い間ちゃんと議

論がされて、それで国民投票がな

され一つの答えが出るのならいい

なと思ってもいます。ただ、現在

の選挙の投票率の状況を見ますと、

一部の方々を除いて国民の関心が

政治や憲法には向いていないと思

っています。9 条に関して私の個

人的信条はありますが、それはお

いて、まず 9 条そのものに関心を

持ってもらいたい。国民が関心な

いまま政治の思惑で進んでいって

しまう日本社会の状況に危機感を

覚えて、一般市民、特に若い人た

ちの関心を持ってもらいたいと思

いまして、この映画「第九条」を

企画したということです。
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―　弁護士の立場からすると、憲法

9条というのはなかなか専門的・

政治的で、商業ベースにはなかな

か乗りにくい印象ですがいかが

ですか？

映画というのは、芸術の中では

創るのに多分一番お金がかかって、

回収するのも一番難しくて、ビジ

ネスとしての映画自体が難しい状

況です。加えてこのテーマは、大

手の映画会社はまずやれないと思

います。そんな中で、まだメジャ

ーではなくて、インディペンデン

ト系・インディーズ系の監督とし

ての私の立ち位置でこそやる意味

があるのではないかと考えました。
―　司会役の俳優さんは弁護士の

設定ですが、これは意味がありま

すか？

ステレオタイプですが、やっぱ

り頭が切れるというイメージがあ

って（笑）。

―　最初は男性俳優ばかりでやる

つもりにしていたようなのです

が、なぜ今の出演者に落ち着いた

のでしょうか。

映画「十二人の怒れる男」をベ

ースにしていて、あれは12人全員

男性です。初めは「十二人の怒れ

る男」の若者バージョンみたいな

感じでやろうという意図があった

からです。

だけど、打合せを重ねていく中

で、女性の意見が入らないのはや

っぱりよくないだろうと。女性が考

えることと男性が考えることは違う

し、視点も違うので、女性も入れる

べきだということになりました。女

性がいたほうが華やかになるという

こともあります。女性の意見もちゃ

んと入れなきゃいけないという理由

と、女性が入ったほうが映画として

華やかになるのではないかという二

つの理由で女性も入れようというこ

とになり、女性俳優を 4 人入れるこ

とになりました。

本当は 6 対 6 だったらよかった

のかもしれませんが、制作費の問

題もありまして、4 人の女性俳優

を入れることで落ちついたという

ところです。
―　「第九条」は編集を他人に任さ

れたそうですが、脚本も書かれて

監督もされているのに、最後の最

後、ご自身の思惑や思想を入れ

なきゃいけないところを人に任

せるというのは不安ではなかっ

たですか。

逆に、第三者の目を入れたかっ

たのです。全部自分で行ってしまう

ことのほうが不安で、「第九条」は

企画、脚本、監督と自分なのです

けれども、これで編集まで自分でや

ってしまうと、もしかしたら独り善

がりな自分だけが満足する映画にな

ってしまうのではないかなと。
―　無難なところに流れてしまう結

論を出す編集をするかもしれな

いという危惧はなかったですか。

そこは大丈夫です。信頼関係が

できている編集者に任せています

ので。

ハリウッドだと編集権は多くは

プロデューサーにあって、監督に

は手出しさせない。だから、執念

深い監督は恨みを抱えて、自分が

ビッグになったときにディレクタ

ーズカット版というのを出すので

す。プロデューサーは世界的に売

れるように編集するので、監督の

思いなんて知らないよというのが

ハリウッド映画なのです（笑）。

日本映画の場合は、クリエイテ

ィブな部分は監督が頂点で、プロ
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デューサーはビジネスの部分の頂

点なのです。最終的には編集者が

つくってきたものを監督である私

がジャッジできる立場にあります

から、一回編集者がつないだもの

が上がってきて、ここはもうちょ

っとこうやってくれということを

指示して、ある程度自分の思いも

入れられますので。
―　さて、監督は、若者の貧困にもご

関心をお持ちのようですが、その

辺についてお話しいただけますか。

私は母校の日本大学芸術学部と

都内の女子大学で非常勤講師をや

らせていただいていますが、ちょ

っとびっくりするような状況です。

日芸は、多分、日本の文系の大学

の中では学費が一番高くて、私が

学生のときに一般の私立文系大学

は 1 年間80万円ぐらいでしたが、

日芸は160万円ぐらいでした。実際、

映画の機材とかは高いので学費も

かかるから結構裕福な家庭の子ど

もが来ていると思うのですが…。実

際にびっくりしたのは、お昼ご飯

を食べない学生がいるのです。私

が「何？ダイエットしているの？」

と軽く言ったら、「いや、違います。

お金がないのです」と言うのです。

若者のアルコール離れとか車離れ

と言われていますが、違うのです。

彼らも興味はあるのです。居酒屋

もどんどん安くなっていて、「授業

終わった後、飲みに行こうか」と

言うと、「先生と飲みたいのですが、

飲み代の1,500円を出すことができ

ないので行けません」と。

貧富の差、今まで日本は総中流

社会だったと思うのですが、それ

が崩壊しつつあって、そのしわ寄

せが若者たちに来ていると感じま

す。毎日毎日生きていくのが大変

で、1 日 1 日に追われているので

す。そうすると、政治や憲法に興

味を持つ余裕なんてなくなります。

高齢者の方々のほうが政治に関心

があるのはなぜかというと、時間

もお金もあるからです。

貧困で追い詰められてしまって

政治や経済に関心を持てないとな

ると、結局、体制側に付いていた

ほうがいいという思考になりがち

です。自分たちが貧困で興味を持

てないうちに、自分たちの未来に

すごく関わることがどんどん決め

られてしまうとなると、非常に危

ないなと思っています。
―　そのような監督のお考えが確

立されてきたというのは、幼少期

と何か関係があるのでしょうか。

生まれは東京ですが、しばらく

して神奈川県座間市に引っ越しま

した。そこには米軍キャンプがあ

ったので、外国人がいっぱい歩い

ていました。私が子どものころは

夜間飛行訓練があり、基地を空母

に見立てて夜間着陸して、着陸に

失敗したときにはタッチ・アンド・

ゴーをするのです。物凄い爆音で、

その振動で家が震えるんですよ。

それが毎晩のように行われていて、

一体これは何だと強烈に思いまし

た。何で米軍が日本に基地を置い

ているのかな、そういうところか
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ら政治や憲法や歴史にすごく興味

を持っていきました。原体験は米

軍基地の騒音問題で、そこから 9

条なんかにも興味を持っていった

というところです。
―　映画制作の世界に入ろうと思わ

れたのは何がきっかけでしょうか。

もともと映画を見るのが大好き

で、私が一番映画を見に行ってい

た80年代は、ハリウッド映画もす

ごくよかったと言われている時代

です。家族で見に行けて楽しい映

画がいっぱいあって、初めは親に

連れられて見に行って、「何だこれ

は、おもしろい」とはまってしま

いました。映画を見るのは好きだ

ったのですが、当初は作り手には

余り意識はなかったのです。

ところが、高校生のときに「ブラ

ック・レイン」という映画を見て、

ハリウッド映画なのですが、高倉健

さんとか松田優作さんが出演してい

て全然ハリウッド俳優に負けていな

かったのです。それを見て日本にも

ハリウッドと対等にやれる俳優がい

るのだと思い、そうなるとあとは作

り手の問題だなと思って、作り手に

興味が出てしまったのです。

今でこそ映像の専門学校とか映

像の大学はたくさんありますが、当

時は日本大学芸術学部映画学科と

大阪芸術大学ぐらいしかありませ

んでした。日芸に監督コースがあ

り、出身のいろいろな監督がいら

っしゃるということがあったので、

幸か不幸か、映画の道を志してし

まったというところです。
―　今年に入って憲法9条に関す

るドキュメンタリー映画を制作

中のようですが、どのような内容

ですか。

今度は完全にドキュメンタリー

映画で、シナリオもなくて、基本

的には14人の市民が憲法 9 条につ

いて話し合う様子を撮影したもの

です。市民の議論の前に、異なっ

た立場の政治家が 5 つの改正案を

プレゼンテーションして、さらに

プレゼンターと質疑応答をした後

に、市民が議論をして投票すると

いう内容です。いわば模擬国民投

票で、最後は 5 つの案からの 5 択

でどれかに投票するということを

実際やってみるというドキュメン

タリー映画です。現在編集中で、今

年の 6 月中旬ぐらいの完成を目指

しています。劇場でもちゃんと公

開しようと考えています。
―　どういう結論になるかお聞きした

いのですが、ネタバレになりますね。

今回のドキュメンタリーは、結

果よりは議論の過程をちゃんと見

せようというところがあります。で

も、やっぱり複雑なのですよね。今、

編集していて思うのですが、一般

の方が見て分かるかなというとこ

ろは絶えずあります。
―　弁護士・弁護士会は一般の方

には縁遠いとか、近寄りがたいと

思われているという印象なので

すが、どうでしょうか。

世代によって違うと思うのですが、

ある程度高齢になると、弁護士に何

か相談するというと、ちょっと敷居

が高くて、気軽に相談に行けないと

いう雰囲気はありますね。弁護士の

ところに行くともう事件になっちゃ

うとか大ごとになっちゃうという感

覚があります。「こんな些細な問題

で弁護士のところに行きやがって、

大ごとにしやがって」みたいな感覚

はあると思います。

一方、やっぱり良いイメージはあ

ると思うのです。正義の味方的な、

悪に対して弁護士が立ち向かって

いくというヒーロー像は確実にある

と思います。弁護士を題材にしたテ

レビドラマもあって、若者たちに対

してイメージはすごくいいと思いま

す。憧れの職業であったり、弁護

士に対して正義の味方といういいイ

メージは共通して日本人にはあると

思います。ただ、正義の味方、ヒ

ーローなので敷居が高い（笑）。

あと、費用がどうか分からない

というところがあります。相談し

たい案件とか頼みたい案件があっ

ても、幾らぐらいお金がかかるの

かというのは一般市民の人は心配

です。ただの相談だったら多分こ

れぐらいだとまだわかっても、実

際着手していただいたときに初め

に幾らかかって、その後幾らかか

って、実際裁判になってどうなる

かとなると、やっぱりお金がない

から頼めないということはあるの

で、費用がもうちょっとクリアに、

これだったらこれぐらいの費用が

かかりますよというのがあればと

思います。ただ、一般市民の方か

らすると、悪徳弁護士というより

は正義の味方というイメージのほ

うがやっぱり強いと思います。
―　本日はどうもありがとうござ

いました。

（ ）インタビュアー :�東　重彦、大橋さゆり
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